
教科名 技術家庭（家庭） 週授業時間 １時間 
 

１．教科書 

技術・家庭（開隆堂） 

 

 

  

２．授業の目標および内容 

   中学生になるまでの自分を振り返り、自分が成長してくるまでにはさまざまな人との関りや生活があることに気づき、小学

校の家庭科の学習を踏まえて、中学校では自立を目指してどのような学習をするか確認します。 

生活に必要な基本的な知識と技術の習得を通して、家庭生活や社会生活との関わりについて理解を深め、習得した知識と技

術を積極的に活用し、生活を工夫したり、創造したりする能力と、実践しようとする意欲的な態度を身につけられるように授

業を進めていきます。 

１学期は、衣服材料に応じた日常着の適切な手入れ、繊維の種類や特性を学びます。 

   ２学期は、被服実習として基礎縫いを学び、Bookカバーの製作について学びます。 

   ３学期は、持続可能な衣生活について学び、リメイク作品を製作を学びます。 

 

 

  

３．テスト 

 １学期 ２学期 ３学期 

定期試験 一次なし 二次あり 一次なし 二次あり 期末あり 

学力試験 第１回 なし 第２回 なし 第３回 なし 

    

内容・評価等について  ※変更の可能性あり。変更の場合には、各学期の始めに連絡します。 

   １学期 

② 二次テスト：５～６割 

    ②プリント、ワーク提出：４～５割 

    ③平常点（授業に取り組む態度、忘れ物、）：1割程度 

 

2学期 

➀二次テスト：５～６割 

    ②作品提出（Bookカバー）：４～５割 

③平常点（授業に取り組む態度、忘れ物、）：1割程度 

 

3学期 

➀学期末テスト：５～６割 

②作品提出（リメイク作品）：４～５割 

②平常点（授業に取り組む態度、忘れ物、）：1割程度 

    

＊ 作品がある場合には、作品の評価が大きくなります。 

提出期限に遅れたり、提出がない場合は、非常に悪い評価になりますので注意してください。 

ただし、授業中に実習を行わずに持ち帰って製作して提出しても、誰が作った作品かわからないので評価できません。 

 

 

４．長期休業中の課題 

   なし 

 

 

  

５．副教材・参考書等 

   基礎縫いプレレッスンキットタマイチナミメ（クロッサム） 

   熱中、夢中の新感覚刺し子カバー（スタイリッシュ）  

衣生活・住生活と自立；家庭科ワークノート（地域教材社） 

 

 

 



 

 

 

 授業計画 

学期 単  元 学 習 内 容 備  考 

１ 

ガイダンス 

 

 

  

 

衣服の働き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手縫い製作実習 

 

 

 

 

 

 

 

小学校の学習を踏まえ、中学３年間の学習に見通

しを持つ 

各自の衣生活に関しての課題を見つけ、問題解決

に意識を向ける 

 

衣服を着る意味、役割、を理解させる。 

被服に使用される繊維の特徴や扱い方、を学ば

せ、扱い方法として洗濯に使用される洗剤にの特

性についても学ばせる。 

家庭科が深く関わっている実態を考え、自分達で

できることを意識する。 

 

日常着の手入れ 

・既製服の表示を読み取り、自分で選べるように

する 

・普段着ている制服は、どんな手入れが必要か知

る。 

・布の性質を理解し、手入れに生かせるようにす

る 

 

 

 

 

手縫い練習 

・なみぬい、本返し縫い、半返し縫い      

かがり縫い、 

・玉結び、玉止め  

 

  

 

 

 

 

 

 

プリント 

 

 

 

ワークノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎縫いキット 

（タマイチナミメ） 

 

 

 

 

２ 

製作実習 刺し子Bookカバーの製作を行う。 

・デザインを考える。 

・布の裁断 

・デザインを刺し子する。 

・ふちをかがり縫いして仕上げる 

夢中、熱中、新感覚刺し子カバ

ー（スタイリッシュ） 



３ 

 

持続可能な衣生活（ＳＤＧＳ） 

について 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＤＧＳについて理解を深めて、３Rについて自

分の生活の中で工夫して考えられること、出来る

ことなどを考えさせる。 

自分の持っている衣服でリメイクできるか考え

製作させる。 

 

 

 

 

ワークノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


